
１．百日咳に代表されるボルデテラ属細菌の宿主特異性決定機構の解明 
　ボルデテラ属細菌をモデルとして、細菌の感染宿主特異性の背景を解析しています。 
２．百日咳における咳発作発症機構の解明 
　百日咳感染で認められる特異病態である咳発作の発症メカニズムを探索しています。
３．細菌毒素タンパク質の機能と構造の理解 
　多機能性生理活性分子であり、強力な毒物である細菌毒素の作用の秘密に迫るため、その機能と構造を解
析しています。

感染の素過程から 
　病原細菌のなかには、自身の生
存や生活環に関係なく宿主に異様
な病態を起こすものがあります。
例えば百日咳菌は宿主である乳幼
児に咳発作を起こします。発咳を
介して別の宿主に伝染するためと
も思われますが、この咳症状は菌
がいなくなった後も長く続きます。
一部のパスツレラや、百日咳菌に
類縁の気管支敗血症菌はブタに感
染してブタの鼻の骨形成を阻害し
ますが、この骨病変も菌の生活環

とはなんの関

係もありません。 
　ここで挙げたような特異病変は
細菌の特異病原因子の働きによっ
て起こります。無生物の有機分子
である病原因子がどのようにして
このような奇妙な特異病変を起こ
すのでしょうか？　病原因子と標
的分子の相互作用、つまり感染の
素過程がここにあります。 

全体像まで 
　病原因子を産生するのは細菌で
すが、彼らは常にそれらを産生し
続けているわけではありません。

病原細菌の種類は、
現在同定可能な地球
上の全細菌種のうち
0.01%（諸説あり）
にもはるか満たない

といわれています。その病原
細菌が特定の宿主に侵入しま

す。その「特定の宿主」をどのよ
うに決めているのでしょうか？　
さらにその後、細菌は定着して宿
主の防御機構を回避しながら増殖
します。その過程において絶妙の
タイミングで病原因子を発現させ
なければ感染は成立しません。そ
のタイミングをどのように決めて
いるのでしょうか？　またそれら
の病原因子は宿主にどのような影
響を及ぼすのでしょうか？それぞ
れの宿主の反応の総和によって感
染の病態が現れますが、その全体
像を把握するためには「感染の素
過程」の解析だけでは不十分です。
そこで当研究室では、感染動物モ
デルを利用して宿主内の細菌の遺
伝子発現を網羅的に解析すると同
時に動物の病態をつぶさに観察し
ています。 
　感染の素過程を分子レベルで理
解し、さらに感染動物モデルの詳
細な観察を併せて、感染という生
命現象を理解したい。これが当研
究室の目標です。
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